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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、生物由来の多糖類やゼラチンを含む高分子溶液に天然抗真菌成分を添加した可食コー

ティング剤を開発し、その機能性と抗真菌効果を総合的に評価することにより、プラスティックに

代わる環境負荷の小さい生鮮果実品質保持のための包装形態を提案したものである。おもに、強力

な鉄キレート作用を持ち、抗真菌活性とエチレン生合成阻害活性を有するヒノキチオール （HT） に
注目し、これによる果実の品質保持効果について考究している。 

まず、HT を高分子溶液にエマルション化した可食コーティング剤の主要果実３品目への適用の

可能性を検討している。ゼラチン（GE） およびコンニャクグルコマンナン （KGM） をベースに、

HT および無香ココナッツ油 （OCO） を添加した可食コーティングがカキ、ニホンナシ、リンゴ

の収穫後の品質に及ぼす影響を評価している。浸漬法によりコーティング処理した各果実を 25℃下

で貯蔵する加速劣化試験を実施し、品質に与える影響と灰色カビ（Botrytis cinerea）に対する抗真菌

効果を調査している。その結果、HT 濃度 1500 mg L-1 以上では、カキの品質には有害で、急激な軟

化と褐変を引き起こす一方、ナシおよびリンゴの品質保持には有効であり、灰色カビによる腐敗を

抑制できることを示している。コーティング処理によって果実のエチレン生成を抑制できることを

明らかにした点は、本包装形態が持つ新たな特徴を見出したものであり特筆に値する成果といえる。 
つぎに、高濃度 （約 2%） の HT を含む青森ヒバに注目し、これを GE および KGM に添加した

コーティング剤の機能性と果実のエチレン生成に及ぼす影響について検討している。青森ヒバ精油 
（AO） を 5%、25%、50%（w/w） 配合した GE と KGM ベース（GK）のコーティング剤とフィル

ムを開発し、AO 濃度がその機能性に及ぼす影響を明らかにしている。その結果、AO-GK フィルム

は、一般的なプラスティック MA 包装と比較して、O2 および CO2 に対する極めて低いガス透過性を

示し、果実内部を低酸素状態に保持できることを見出している。また、AO-GK コーティングした低

温貯蔵中のモモの SEM 観察を行った結果、果皮表面は薄膜で覆われており、呼吸や蒸散のチャン

ネルとなる気孔の閉塞に有効であることを明らかにしている。さらに、AO 無添加および低濃度の

AO を添加した GK コーティングでは、10℃貯蔵中のエチレン生成を抑制し、抗真菌効果も考慮す

れば、5%AO 添加 GK コーティングはモモの品質保持に最も適した方法であると結論づけている。 
HT は水に難溶のため、これまで食品への適用範囲が一部に限定されていたが、本研究の成果に

より、抗真菌性およびエチレン生成抑制作用を合わせ持つ可食コーティング剤として、複数種の果

実の貯蔵に利用可能であると結論している。 
以上要するに、本論文は、生鮮果実の品質保持と抑真菌効果による腐敗防止のための天然由来成



分をベースとした新たな機能性コーティングを提案したものであり、農産食料流通工学の発展に寄

与する価値ある業績と評価する。 
 よって、本研究者は博士（農学）の学位を得る資格を有するものと認める。 


